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 あるいは地表から 0.3 mでの幅 30 cmの巻
き枯らしによって根萌芽が多くなる傾向が
みられた。さらに、処理から３ヶ月後では、
萌芽幹は長くなるものの、発生率に変化は
みられなかった。無処理では根萌芽は残る
ものの根元からの萌芽は少なくなる傾向が
ある。伐採した個体からの萌芽は根萌芽が
少なくなるが、株からの萌芽は残りやすい
傾向がみられた。巻き枯らし処理した個体
からの萌芽は発生率に変化は少ないが、根
萌芽の割合が低くなるため、分布の拡大に
は繋がらない可能性が高いと考えられる。 
 
 
 
IV. 結論 
 無処理と比較して、伐採すると萌芽本数
が多くなり、萌芽幹の成長量も大きくなる。
巻き枯らし処理は初期の萌芽本数は多くな
るが、発生率が低くなり、枯死する萌芽幹
が多くなる。根萌芽も少なくなるため、ニ
セアカシアの個体数管理には巻き枯らしが
有効である。巻き枯らしの中でも、地表か
ら 30 cm の高さを幅 30 cm で巻き枯らしし
たものが最も効果的であり、労力も少なく
てすむ管理方法であると考えられる。 
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処理
種類
平均樹高
(m)
平均DBH
(cm)
平均萌芽
稈長(cm)
萌芽
発生率(%）
根萌芽
の割合(%)
平均萌芽
稈長(cm)
萌芽
発生率(%）
根萌芽
の割合(%
平均萌芽
稈長(cm)
萌芽
発生率(%)
根萌芽
の割合(%)
① 8.74 14.94 - - - 67.92 60 50 58.11 60 50
② 8.74 12.70 20.00 10 100 20.00 10 100 19.10 40 33
③ 7.72 13.64 27.83 80 42 73.36 80 83 88.56 80 83
④ 8.59 12.68 29.62 80 6 76.42 100 30 78.87 100 30
⑤ 9.16 12.72 15.75 20 100 22.82 20 100 44.22 20 100
処理後経過時間
1ヶ月後調査 2ヶ月半後調査 3ヶ月後調査
表５ 処理の違いによる萌芽発生率と根萌芽の割合 
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要  旨 
 鳥取大学農学部フィールドサイエンスセンター森林部門は、2005 年に従来の演習林と農場が合併してフィール
ドサイエンスセンターが設立されたことを機に、演習林という名称を教育研究林に変更し、蒜山の森、三朝の森、
伯耆の森、湖山の森という４つの森林を有している。それぞれの森林には特徴があり、研究、教育、地域貢献に活
用されてきた。中でも蒜山の森には宿泊施設があり、広葉樹開発実験室も併設されてきた。蒜山の森で行われてき
た山の神祭を鉈納めに改称し、それまでのご神木であったクロマツ大径木が枯死したことから、二本立ちのスギを
新しいご神木と定めた。伯耆の森（旧溝口演習林）の廃止の危機を契機として、それぞれの森の地域の子どもたち
を対象とした森林教室を実施するようになった。森林教室に活用するだけでなく、森林の垂直的構造や樹木の開花・
結実などの観察のため、高さ20 mの林冠観測用ジャングルジムを2003年5月にコナラ二次林内に建設した。当
時はジャングルジムとしては日本（世界）で２番目の高さであった。大学生や高校生の実習にも活用され、特に中
国四国農学系学生を対象とした単位互換実習である里山フィールド演習では岡山大学および愛媛大学の教員およ
びTAと協力して過酷ではあるが充実した実習が継続されてきた。地域貢献事業の一環として蒜山地域での火入れ
には、森林生態系管理学研究室の学生だけでなく広く学生ボランティアを募り、技術職員と教員も参加して 2005
年から現在まで無事に実施してきた。教育研究林では、教員だけでなく、技術職員、林業技能補佐員、学生などが
協力して事業の推進および管理運営に当たっており、これからも研究、教育、地域貢献だけでなく、環境保全の場、
公益的機能発揮の場として重要な役割を担っていくと考えられる。 
 
キーワード： 地域貢献事業、演習林、冬山実習、火入れ、コナラ二次林、教育研究林、薪ストーブ、鉈納め、林冠
観測用ジャングルジム、里山フィールド演習、森林教室 
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 I. はじめに 
 1996 年 1 月に鳥取大学農学部に赴任してから
1999年 5月に演習林（現在はフィールドサイエン
スセンター森林部門）の主事となった。北海道大
学在学中から北大の演習林（現在は研究林）を利
用させて頂き、鳥取大学に来てからも 2018年 3月
に退職するまで、鳥取大学の有する４つの森林を
研究対象地とすることが多かった。４つの演習林
（現在は教育研究林）とは、蒜山の森、伯耆の森、
三朝の森、湖山の森である。これまで約 22年間お
世話になった森林部門のために、私が経験したい
くつかのことがらを記録にとどめておくことが
本資料の目的である。 
 
II. 演習林から教育研究林へ 
1. FSC森林部門および教育研究林 
 私が赴任した頃は、演習林の利用者が実習以
外では少なく、学生を連れて訪ねると事務官や
技官の方々に歓迎されたものだった。当時は犬
挟峠を直通する道路がなく、延々と曲がりくね
った山道を通って鳥取県から岡山県側に渡って
いった。蒜山の宿舎に宿泊するときは必ず職員
の誰かが宿泊する決まりになっており、職員は
大変だったと思うが、親睦して山の話を伺う機
会という意味では有意義なものだった。当時の
宿泊室は２段になった座敷にうなぎの寝床状に
並んで寝るという状況であった。その後改修さ
れ２段ベッドが導入されて現在に至っている。
当時の学生だった宇佐美さんがデザインしてく
れた蒜山演習林のパンフレットを図１に示す。 
 2004年の国立大学法人化と 2005年のフィー
ルドサイエンスセンター（FSC）拡充により、
それまでの農場と演習林が統合されて、それぞ
れ生物生産部門と森林部門となり、普及企画部
門が新設された。そのとき、FSCのパンフレッ
ト作りを依頼されて作成したのが図２である。
表紙の写真を FSCの文字のように並べたことに
気付いてくれた人はほとんどいなかった。
 
 
図１ （旧）蒜山演習林のパンフレット 
 
図２ FSCパンフレットの表紙 2005年 5月 
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 森林部門の名称として、森林科学部門、森林
生産部門などの案が出たが、もっともシンプル
で包括的な森林部門とすることにした。同時
に、自衛隊の演習場と間違われやすかった演習
林を教育研究林と改称し、それぞれの演習林を
教育研究林「・・の森」とした。すなわち、蒜
山演習林→教育研究林「蒜山の森」、溝口演習林
→教育研究林「伯耆の森」、三朝演習林→教育研
究林「三朝の森」、湖山演習林→教育研究林「湖
山の森」とした。全国の大学演習林の中には演
習林のままのところと研究林に改称したところ
が多かったが、鳥取大学では教育と研究の２本
柱（プラス地域貢献）が重要ということで教育
研究林を採用した。私を含めて昔の人は演習林
という名前に馴染みがあるが、これまでとは異
なる新たな組織という意気込みで森林部門およ
び教育研究林という名称を使うことにした。ち
なみに英語名は、Tottori University Forestと
し、それぞれの教育研究林は、TUF at 
Hiruzen、TUF at Hohki、TUF at Misasa、
TUF at Koyamaとした。 
2. 山の神祭から鉈納めに 
 毎年秋に山の神祭という安全に感謝する祭が
開催されていた。どこの大学でも行なっていた
ようであるが、国立大学で特定の宗教行事を行
うのは如何なものかと思い、当時の演習林長だ
った奥村教授と相談して「なた納め」という名
称に変えた。内容についてはほとんど地域の神
事に準じて行われている。当時のご神木は岡山
県と鳥取県との県境に近いところに生育してい
たクロマツの大径木であったが、枯死したた
め、昔軍馬を育成していた頃に作られた土塁の
脇に生育するスギに変更した。このスギは２本
立ちであり、ご神木としては珍しいかも知れな
いが、共生のシンボルであり、これから 100年
以上生きる樹木であると考えられることから、
蒜山の職員と相談してこのスギ２本を新しいご
神木と定めた。 
3. 溝口演習林の危機と森林教室の始まり 
 文科省から、４つの演習林のうち、大山の麓にあ
る溝口演習林を用途替えしてはどうかという話が
2001年の暮れに鳥取大学本部に寄せられたらし
い。鳥取大学の事務局長は廃止の方向で農学部に打
診してきたようだが、演習林長、主事、森林関係の
教員はみんな反対であった。それは、この演習林が
大山松と呼ばれる優良な形質を持つアカマツの天然
林が卓越していたためである。周囲にはこのような
立派なアカマツ林が少なくなっており、二次林とは
いえ貴重な森林を潰すわけにはいかないという思い
があった。さらに、これまで山本福寿教授を中心と
して様々な研究が行われており、これからも教員だ
けでなく学生や大学院生の研究対象地としても貴重
な森林だったからである。とくに松枯れにやられる
前に売ろうという当時の演習林長らの方針によって
皆伐された伐採跡地がアカマツと広葉樹類の更新試
験地となり、西畑、ハス、長谷川ら大学院生のフィ
ールドとして活用されてきた。なお、当時の農学部
の岩崎学部長と山本事務長が文科省に存続の要望に
行くので付いてきて説明せよとのことで一緒に出向
いた。2002年 2月 5日に文科省でこれまでの研
究、県や地域に移管できない理由、地元からの要
請、これからの展望について説明したところ了承を
得た。これがきっかけとなり、地域貢献のため、４
つの森の所在する地域（鳥取市に位置する湖山の森
を除く）で小学生を対象に森林教室を始めた。 
4. 森林教室とジャングルジム 
 蒜山の森の地元である真庭市（旧川上村）、伯耆
の森（溝口演習林）の地元である伯耆町（旧溝口
町）、三朝の森の地元である三朝町で森林教室を始
めた。蒜山の森には職員が常駐し、宿泊施設が整っ
ているため、それぞれの町の小学校高学年（４年生
以上）の子どもたちを集めて蒜山の森に宿泊して森
林教室を行った。そのために、それぞれの自治体の
担当者に事業内容の説明に行き、資金は学長経費を
頂き、農学部の学生・大学院生に TAを頼んで安全
第一で実施した。どこの森でも、森林教室の目的
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 は、アウトドア活動に慣れて気軽に森の中に入れる
ようになること、森の楽しさと危険について理解し
てもらうこと、知らなければ緑にしか見えない樹木
にも見分けることができればそれぞれ個性があるこ
とを知ること、その結果として森林生態系の成り立
ちの認識と生物多様性の深い理解である。他の教育
研究林では応募者が少なくなって数年で募集を停止
したが、蒜山の森では一時中断があったが 2017年
の夏休みまで 10年以上実施してきた。最初に参加
してくれた当時の小学生は大学を卒業して社会人と
なり、この時の経験がその後の進路を決めたという
後日談もあって一定の効果があったと思われる。こ
の森林教室は、はじめは旧川上村が後援してくれた
が、その後真庭市環境課（送迎バスを提供し、職員
も参加）、真庭市教育委員会が後援してくれて真庭
市の広報誌に案内を載せて頂き、真庭市内の小学校
にプリントを配布してくれた。 
 学長経費その他を集めて、2002年に環境省と協
議の上、全国でも数少ない林冠観測用ジャングルジ
ムを蒜山の森のコナラ林内に 2003年 5月に倉吉市
の建設会社に依頼して設置した（図３）。底辺が 10 
m四方、高さ 20 mの当時世界で２番目に高いジャ
ングルジムであった。ジャングルジムは垂直的な構
造をもつ森林生態系を対象とした教育と研究に極め
て有効なシステムである。とくにコナラ林に建設さ
れたジャングルジムは日本でここだけであった。こ
のジャングルジムは、教育と研究のみならず、地域
の子どもたちを対象とした森林教室でも活用できる
ように安全第一に設計された世界一安全なジャング
ルジムであり、光を遮らない北面に昇降用階段を設
置した世界で唯一のシステムであった。子どもたち
だけではなく、森林生態系を対象とした学生実習や
一般市民の公開講座などにおけるフィールド教育に
も十分耐えられるものとなった。この地域は大山隠
岐国立公園内にあるため、環境省との協議で「周囲
との調和のため緑色あるいは茶色に塗装したほうが
いい」と言われていたが、正面に位置する鬼女台か
ら見ても目立たないため、そのままの色を使った。 
 
図３ 蒜山のジャングルジム 2003年 5月 2日 
 
 初代のジャングルジムは 2004年 7月に新潟豪雨
災害があったときにコナラと一緒に傾いたので、施
設部に設計してもらってより強固で安全なジャング
ルジムを近くのコナラ林に再建した。このシステム
を用いて、森林の垂直的環境と樹木の生長パターン
を明らかにすべく、気象観測機器の設置を始めた。
測定項目は、最上段から地表まで約 10 mおきに設
置されたデータロガー付き観測装置による温度・湿
度・降水量・照度・風向・風速である。これによっ
て、森林生態系の垂直的環境条件が明らかになり、
樹木の測定結果と対比できるようになった。このジ
ャングルジムは、樹木を１本も伐採することのない
ように、林床に生育する稚樹やチマキザザもなるべ
く攪乱しないように立体的に設計・建設されたた
め、3次元的な環境の違いだけでなく、3次元的な
樹木の生長パターンも自然状態のまま観察すること
ができた。すなわち、森林の最上層から地表までの
すべての幹・枝・葉の末端まで観察できるシステム
であった。 
 さらに、北海道大学の日浦勉教授らが行っていた
温暖化実験と同じ装置（OTCC）を設置して、温暖
化がコナラの枝の成長量やフェノロジー、種子生産
と防御物資の生産量などに与える影響に関する研究
を始めた。さらに北海道大学、東北大学、岡山大学
の研究者が、個葉の光合成特性の垂直的水平的分布
パターンや種子生産の変動などの研究を行ってき
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 は、アウトドア活動に慣れて気軽に森の中に入れる
ようになること、森の楽しさと危険について理解し
てもらうこと、知らなければ緑にしか見えない樹木
にも見分けることができればそれぞれ個性があるこ
とを知ること、その結果として森林生態系の成り立
ちの認識と生物多様性の深い理解である。他の教育
研究林では応募者が少なくなって数年で募集を停止
したが、蒜山の森では一時中断があったが 2017年
の夏休みまで 10年以上実施してきた。最初に参加
してくれた当時の小学生は大学を卒業して社会人と
なり、この時の経験がその後の進路を決めたという
後日談もあって一定の効果があったと思われる。こ
の森林教室は、はじめは旧川上村が後援してくれた
が、その後真庭市環境課（送迎バスを提供し、職員
も参加）、真庭市教育委員会が後援してくれて真庭
市の広報誌に案内を載せて頂き、真庭市内の小学校
にプリントを配布してくれた。 
 学長経費その他を集めて、2002年に環境省と協
議の上、全国でも数少ない林冠観測用ジャングルジ
ムを蒜山の森のコナラ林内に 2003年 5月に倉吉市
の建設会社に依頼して設置した（図３）。底辺が 10 
m四方、高さ 20 mの当時世界で２番目に高いジャ
ングルジムであった。ジャングルジムは垂直的な構
造をもつ森林生態系を対象とした教育と研究に極め
て有効なシステムである。とくにコナラ林に建設さ
れたジャングルジムは日本でここだけであった。こ
のジャングルジムは、教育と研究のみならず、地域
の子どもたちを対象とした森林教室でも活用できる
ように安全第一に設計された世界一安全なジャング
ルジムであり、光を遮らない北面に昇降用階段を設
置した世界で唯一のシステムであった。子どもたち
だけではなく、森林生態系を対象とした学生実習や
一般市民の公開講座などにおけるフィールド教育に
も十分耐えられるものとなった。この地域は大山隠
岐国立公園内にあるため、環境省との協議で「周囲
との調和のため緑色あるいは茶色に塗装したほうが
いい」と言われていたが、正面に位置する鬼女台か
ら見ても目立たないため、そのままの色を使った。 
 
図３ 蒜山のジャングルジム 2003年 5月 2日 
 
 初代のジャングルジムは 2004年 7月に新潟豪雨
災害があったときにコナラと一緒に傾いたので、施
設部に設計してもらってより強固で安全なジャング
ルジムを近くのコナラ林に再建した。このシステム
を用いて、森林の垂直的環境と樹木の生長パターン
を明らかにすべく、気象観測機器の設置を始めた。
測定項目は、最上段から地表まで約 10 mおきに設
置されたデータロガー付き観測装置による温度・湿
度・降水量・照度・風向・風速である。これによっ
て、森林生態系の垂直的環境条件が明らかになり、
樹木の測定結果と対比できるようになった。このジ
ャングルジムは、樹木を１本も伐採することのない
ように、林床に生育する稚樹やチマキザザもなるべ
く攪乱しないように立体的に設計・建設されたた
め、3次元的な環境の違いだけでなく、3次元的な
樹木の生長パターンも自然状態のまま観察すること
ができた。すなわち、森林の最上層から地表までの
すべての幹・枝・葉の末端まで観察できるシステム
であった。 
 さらに、北海道大学の日浦勉教授らが行っていた
温暖化実験と同じ装置（OTCC）を設置して、温暖
化がコナラの枝の成長量やフェノロジー、種子生産
と防御物資の生産量などに与える影響に関する研究
を始めた。さらに北海道大学、東北大学、岡山大学
の研究者が、個葉の光合成特性の垂直的水平的分布
パターンや種子生産の変動などの研究を行ってき
 
た。このジャングルジムは毎年専門の業者に安全点
検を行ってもらっていたが、老朽化により 2017年
11月に解体された。ジャングルジムの断面図と平
面図を図４に示す。 
 
 
図４ ジャングルジムの断面図と平面図 
5. 幻の薪ボイラーと新しい薪ストーブ 
 蒜山の森での製材で出された廃材の有効利用と森
林部門における二酸化炭素排出量削減のため、蒜山
の森に薪ボイラーを導入することを 2003年頃から
検討を始めた。いろいろと調べていくうち、北陸の
業者が先進的な薪ボイラーの開発を行っていること
が分かった。メールや電話でのやり取りの中で、大
学の森で試験してくれるならということで無料で設
置してくれることになり、どこに設置するか蒜山の
森にきてもらった。しかし技術職員の反対によって
この話は立ち消えになった。当時の技術職員は薪割
りや煙突掃除が大変になると思っていたらしいが、
実習のときの風呂焚きに使うくらいで、薪割りは実
習で行い、ほとんど手間のかからない薪ストーブの
試験的導入を目指していたのだが、幻で終わってし
まったのが残念である。 
 その後、バイオマスエネルギーの重要性が認識さ
れてきて設備費が採択され、2008年 2月に薪スト
ーブを蒜山の森の食堂兼講義室に設置した（図
５ ）。このときは技術職員と設置場所を相談して、
煙突の位置とストーブ
の位置を決めた。この
機会に薪ストーブ関係
のスチーマー、温度
計、斧、ダッチオーブ
ンなども購入した。こ
れらの機材は、その後
の冬山実習で大いに活
用されることになる。 
図５ 蒜山の森の薪ストーブ 
 
III. 教育研究林における教育 
1. 森林環境学演習 
森林生産学実習、森林科学実習と名称は変わって
きたが、森林における基本的な実習として、フィー
ルドに出て森林調査の基本を学ぶ実習として設定さ
れた。主に森林生態学に関連した研究室の教員が担
当して毎木調査を中心に蒜山の森で実施された。 
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 2. 冬山実習 
はじめは森林科学実習 IIとして 1997年より始ま
り、現在まで継続して実施されている全国的にも少
ない冬季の雪上での実習である。山本福寿教授が学
長経費で購入したクロスカントリースキーとスノー
シューを活用して始めたものであるが、実習内容に
ついては北国出身の私に任されたので、北海道大学
農学部林学科で学生時代に教わった冬山実習のテキ
ストを探し出してプログラムを組み立てた。主な内
容は、冬山での注意事項、クロスカントリースキー
とスノーシューの基本的使い方と雪上ツア （ー図６）、
冬芽による落葉広葉樹の同定、雪害観察、雪上での
薪割り、火起こしと豚汁作りである。これらのプロ
グラム作りには当時の演習林長の藤井教授にもアイ
ディアを頂いた。ゲレンデでのスキーやスノーボー
ドを経験している学生はたくさんいたが、クロスカ
ントリースキーやスノーシューを経験した学生は少
なく、学生生活最後の実習ということもあって多く
の参加希望者があった。 
 
図６ 冬山実習でのクロスカントリースキー 
 
3. 里山フィールド演習 
里山フィールド演習は、中国四国地域における農
学系学部を有する国公立大学が連携して、人的、物
的資源を相互補完しながら行う総合的なフィールド
教育である現代的教育ニーズ取組プログラムが文科
省に採択された一つとして始まった。最初の参加大
学は広島大学、鳥取大学，岡山大学，山口大学，広
島県立大学， 愛媛大学の６大学で、３つのフィール
ド、すなわち里山（鳥取大学）、果樹園芸（愛媛大学）、
里海（広島大学）が対象だったが、2018年度には参
加大学が 10校（鳥取大学、島根大学、岡山大学、広
島大学、県立広島大学、山口大学、徳島大学、香川
大学、愛媛大学、高知大学）、フィールド演習は 10
プロフラム（鳥取大学の里山フィールド演習、岡山
大学の牧場実習、岡山大学の「晴れの国岡山」農場
体験実習、広島大学の里海フィールド演習、広島大
学の酪農フィールド科学演習、広島大学の臨海資源
科学演習、県立広島大学の食品資源フィールド科学
演習、香川大学の傾斜地フィールド演習、愛媛大学
の果樹園芸の里フィールド演習、高知大学の森林フ
ィールド演習）に広がった。 
このプログラムは、山、里、海というフィールド
において、受講、体験、調査、 発表、学生間交流を
行うことを目的としたものであり、複数大学からの
担当教員が共同してオムニバス形式で担当すること
が特徴である。それぞれの大学が単位互換によって
参加学生は原則として２単位を修得できるという大
学間の競争が促される環境の中で画期的な共同教育
プログラムであった。里山フィールド演習では、鳥
取大学の教育研究林「蒜山の森」と「伯耆の森」お
よび国立公園大山の森を主なフィールドとして実施
することとした（図７）。鳥取大学からは佐野、岡山
大学からは坂本先生、愛媛大学からは大田先生が参
加してプログラムを実施・改訂してきた。現在は鳥
取大学の大住先生、芳賀大地先生が担当している。 
 
図７ 蒜山の森での里山フィールド演習 
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 2. 冬山実習 
はじめは森林科学実習 IIとして 1997年より始ま
り、現在まで継続して実施されている全国的にも少
ない冬季の雪上での実習である。山本福寿教授が学
長経費で購入したクロスカントリースキーとスノー
シューを活用して始めたものであるが、実習内容に
ついては北国出身の私に任されたので、北海道大学
農学部林学科で学生時代に教わった冬山実習のテキ
ストを探し出してプログラムを組み立てた。主な内
容は、冬山での注意事項、クロスカントリースキー
とスノーシューの基本的使い方と雪上ツア （ー図６）、
冬芽による落葉広葉樹の同定、雪害観察、雪上での
薪割り、火起こしと豚汁作りである。これらのプロ
グラム作りには当時の演習林長の藤井教授にもアイ
ディアを頂いた。ゲレンデでのスキーやスノーボー
ドを経験している学生はたくさんいたが、クロスカ
ントリースキーやスノーシューを経験した学生は少
なく、学生生活最後の実習ということもあって多く
の参加希望者があった。 
 
図６ 冬山実習でのクロスカントリースキー 
 
3. 里山フィールド演習 
里山フィールド演習は、中国四国地域における農
学系学部を有する国公立大学が連携して、人的、物
的資源を相互補完しながら行う総合的なフィールド
教育である現代的教育ニーズ取組プログラムが文科
省に採択された一つとして始まった。最初の参加大
学は広島大学、鳥取大学，岡山大学，山口大学，広
島県立大学， 愛媛大学の６大学で、３つのフィール
ド、すなわち里山（鳥取大学）、果樹園芸（愛媛大学）、
里海（広島大学）が対象だったが、2018年度には参
加大学が 10校（鳥取大学、島根大学、岡山大学、広
島大学、県立広島大学、山口大学、徳島大学、香川
大学、愛媛大学、高知大学）、フィールド演習は 10
プロフラム（鳥取大学の里山フィールド演習、岡山
大学の牧場実習、岡山大学の「晴れの国岡山」農場
体験実習、広島大学の里海フィールド演習、広島大
学の酪農フィールド科学演習、広島大学の臨海資源
科学演習、県立広島大学の食品資源フィールド科学
演習、香川大学の傾斜地フィールド演習、愛媛大学
の果樹園芸の里フィールド演習、高知大学の森林フ
ィールド演習）に広がった。 
このプログラムは、山、里、海というフィールド
において、受講、体験、調査、 発表、学生間交流を
行うことを目的としたものであり、複数大学からの
担当教員が共同してオムニバス形式で担当すること
が特徴である。それぞれの大学が単位互換によって
参加学生は原則として２単位を修得できるという大
学間の競争が促される環境の中で画期的な共同教育
プログラムであった。里山フィールド演習では、鳥
取大学の教育研究林「蒜山の森」と「伯耆の森」お
よび国立公園大山の森を主なフィールドとして実施
することとした（図７）。鳥取大学からは佐野、岡山
大学からは坂本先生、愛媛大学からは大田先生が参
加してプログラムを実施・改訂してきた。現在は鳥
取大学の大住先生、芳賀大地先生が担当している。 
 
図７ 蒜山の森での里山フィールド演習 
 
この里山フィールド演習をモデルとして全国の大
学の森で単位互換制度を活用したフィールド演習を
実施したいとの意向が全国大学演習林協議会に寄せ
られ、私もワーキンググループに加わった。里山フ
ィールド演習の開始時に交わした農学部長間での協
定書を参考に、全国の大学に拡大した協定書案を作
った。これが全国大学演習林協議会の総会で了承さ
れ、「全国農学系学部相互間における単位互換に関す
る協定」が発効して全国規模での公開森林実習が始
まった。鳥取大学の学生たちにも参加してもらいた
いと思い、農学部と教育支援課を通して単位互換の
手続きをしてもらおうとしたが、鳥取大学では協定
書の書式が認められないということで参加できなか
ったことはこの制度の創設に主体的に関わったもの
として極めて残念なことであった。現在では、北海
道大学、岩手大学、山形大学、信州大学、新潟大学、
筑波大学、静岡大学、三重大学、京都大学、京都府
立大学、島根大学、高知大学、九州大学、宮崎大学、
鹿児島大学、琉球大学の 16大学が参加している。 
4. 蒜山地域での火入れ 
火入れは山焼きとも呼ばれ、岡山県真庭市蒜山地
域で古くから行われている行事である。従来はスス
キ草原を維持して、田畑の肥料、家畜の飼料、茅葺
き屋根の材料として行う地区ごとの伝統行事であっ
たが、生物多様性維持や炭素固定などの環境保全に
も有効であることがわかってきており、地球レベル
でも重要な活動であるとの認識が深まってきた。鳥
取大学農学部森林生態系管理学研究室では、火入れ
による環境や生物相の変化、土壌中への炭素貯蔵量
の定量化、草原から森林への遷移などに関する研究
対象地として真庭市（旧川上村）天王地区の管理す
る火入れ地を使わせてもらってきた。しかし 2005年
から天王地区では火入れを行わず、土地も真庭市の
管轄になったので、研究の継続のため、研究室のメ
ンバーで後を継ぎ、学生ボランティアを募集して火
入れを行うようになった（図８）。この地域の火入れ
地は、土壌中の炭の年代測定から、古くは 1000 年
以上前から火入れが行われていたと推定されている。
さらに、ここの火入れ地は徐々に面積が減少してき
ており、1984年、1996年、2004 年まで火入れが行
われた場所があることが優占種であるコナラの年輪
解析から明らかになっている。このように、一連の
遷移が一つの斜面で見られる貴重な調査地となって
いるため、実用的な意義だけでなく、研究上でも環
境保全上でも重要である。この火入れ地は蒜山の森
と隣接しており、蒜山の森の過去にも火入れ地が多
く分布していたことがわかっているため、火入れ後
に成立した二次林の今後の推移をみるためにも重要
な場所といえる。火入れは危険が伴うため、十分な
準備と打ち合わせが不可欠であり、これまで 10 年
以上も無事故で実施できてきたことは、ボランティ
アとして参加してくれた学生たちや研究室のメンバ
ーに加え、蒜山の森の技術職員のご協力の賜物であ
ると感謝している。 
 
図８ 岡山県真庭市蒜山上徳山での火入れ 
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終わりに 
 大学の森は研究、教育、地域貢献の舞台として
今後とも重要な役割を担っていくだろう。森林が
木材供給の場としてだけでなく、環境保全、水源
涵養、生物多様性維持などの公益的機能発揮の場
としても重要であり、これらを認識してもらうた
めの教育の場としても重要である。学生のときか
ら大学の森に関わって 40 年以上、鳥取大学の森
と関わってからも 20 年以上が経過した。これま
で、鳥取大学をはじめとする多くの教員、技術職
員、事務職員の方々、学生および大学院生諸氏、
それぞれの森の地域の方々、森林教室や森林研修、
様々な実習や演習に参加してくださった方々、環
境省、鳥取県、岡山県、鳥取市、倉吉市、真庭市、
三朝町、伯耆町など、多くの方々にお世話になり
ながら様々な活動をすることができた。森ととも
に生き、森で遊び、森から教わったことを、これ
からの人間社会や地球環境のために還元してい
きたいと思っている。森と人に感謝である。 
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